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が有効に機能 したと推測された . 中学校の 2 型糖

尿病の 発見率は 1 型糖尿病 の 7 倍以上で あ っ た .

発見された 2 型糖尿病 は ,
1 型比 べ て 明ら か に肥

満傾 向が強か っ た . 今後の 課題は, 1 次精検, 2 次

精検未受診者をなくすこ と
,
医療機関で の 2 次精

検で の精度 の 向上等である .
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新潟小児糖尿病調査委貝会

新潟県小児期発症 1 型糖尿病 コ ホ - ト調査の 4

年間の結果を報告する .

【対象と方法】1 8 歳以下の 新規発症患児を, 県

内の 小児科医ある い は糖尿病学会専門医が勤務す

る医療機関 へ の ア ン ケ ー ト調査をもと に行 い , 主

治 医 に対 して 各年毎に 3 ケ 月毎の 身体計 測値 ,

H b A I c イ ン ス リ ン注射法や投与量 など に対 して ,

郵送 による ア ンケ ー ト調査を行 っ た .

【結果】 新潟県における 1 5 歳未満の 1 型糖尿病

発症率は 1 .9 8 人/ 10 万人/ 年で あり過去の 日本の

報告と変わりなか っ た . 新規発症は女児の 方が多

く
,
小学校高学年か ら中学生が 多か っ た. 高校生

の 発症は少 なか っ た . 県 内で の 地域差 がみ られ,

佐渡
,
下越地方に多い傾向があ っ た が症例の 蓄積

が必要である . 学校検尿での 発見が 3 0 % もあり,

比較的早期 に見つ か っ て い る症例 が多か っ た . 4

年間の 経過 中に女児 で は中学生以降に E b A I c が

悪化する症例 が多くみられた . 今後も引き続 き調

査を行 っ て いく予定で ある .
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トを用い た患者教育の試み
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【目的】 小児糖尿病キ ャ ン プに参加 した患児が

統
一

された方法で指導を受ける こ とにより血糖コ

ン トロ ー ル ･

Q O L が改善す る こと を明ら か にす

る . また キ ャ ン プを通しての 教育効果を評価シ ー

ト で客観的に評価できるか 明らか にする .

【方法】 対象は第 2 2 回新潟小児糖尿病キ ャ ン プ

参加患児16 名 (男子 7 名女子 9 名) . 患児を 4 グ

ル ー プに分け
,
それぞれにチ ー フ医師を割り当て

た
. 各チ ー フ医師は統

一

した評価シ
ー

トを使用 し,

各項目 (食事療法, 自己注射手技, 低血糖時の 対

応, 集団行動等) ごとの 評価を行 っ た . それによ

り指導すべ き事項を明確に し, 重点的に指導した .

キ ャ ンプ前半と後半の 評価シ ー トの ス コ アを比較

した.

【結果】 各項目とも有意な差 は認め な い が前半

より後半の ス コ ア が改善して い る傾向があり, 辛

ャ ン プ初参加者 におい てより強か っ た.

【考案】 非専門医であ っ て も統
一

した方法 で指

導に あたれば, 血糖コ ン ト ロ
ー ル ･

Q O L が改善

す るこ とが予想される .

1 1  D M 食 事 の 振 り 返 り 外 来 の ま と め
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今年は果物, 油, 塩分 に つ い て ,
ア ン ケ

ー

ト

形式で記載してもらい , その 後改善するため の 学

習プリ ン トを渡 した. 今回は 3 種類の とりか たの

実態をまとめ て み た. 果物は各季節毎に良く食べ

るもの の量と果物をとる頻度を調査 . 68 % が毎日

果物を食べ て おり, 少なめ は西瓜とイチ ゴ で , 多

めは メ ロ ン
, 柿, りん ごであ っ た. 油はパ ン, サラ

ダ
, 野菜妙め , 揚げ物の とりか たを調査 した.

パ

ン には バ タ ー マ ー ガリ ンを つ けて い る人が多く ,

サ ラ ダは マ ヨネ ー ズと ノ ンオイ ル ドレ ッ シ ングが




